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横
濱
高
等
工
業
學
校
の
倉理

立

　
大
正
三
年
大
隈
内
閣
が
成
立
し
て
間
も
な
く
、
二
つ
の
直
轄
學
校
の
創
立
が
、
，
條
件
付
で
は
あ
る
が
、
可
能

で
あ
る
こ
と
を
察
し
、
劃
策
運
動
の
結
果
、
其
目
的
を
達
し
た
の
が
、
横
濱
と
廣
島
で
あ
つ
た
。
何
れ
も
大
隈

内
閣
の
強
力
な
根
擦
地
で
あ
る
。
條
件
と
し
て
、
縣
は
七
十
萬
圓
と
、
市
は
二
萬
坪
徐
の
敷
地
を
政
府
に
寄
付

し
た
。
其
間
最
も
斡
旋
の
勢
を
取
ら
れ
た
の
は
、
中
村
房
次
郎
氏
で
あ
つ
た
。
敷
地
が
選
定
せ
ら
る
る
や
、
時

の
知
事
有
吉
忠
一
氏
ば
、
弘
明
寺
畔
0
花
柳
界
は
、
教
育
上
好
ま
し
か
ら
す
と
し
て
、
他
所
へ
追
放
移
轄
せ
し

め
た
。
の
み
な
ら
す
附
近
の
料
導
に
奉
仕
す
る
女
性
の
年
齢
に
ま
で
制
限
を
加
へ
た
。
至
く
匁
事
の
思
ひ
や
り

で
あ
つ
た
o
盤
，
か
大
正
六
年
に
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
當
時
全
く
水
田
で
あ
つ
た
地
所
を
附
近
の
丘
陵
を
崩
し

て
其
上
に
埋
立
て
た
も
の
で
あ
る
ゆ
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其
頃
の
或
日
藏
前
高
工
の
會
計
主
任
で
、
教
授
を
兼
ね
て
居
た
波
多
野
重
太
郎
翁
は
、
私
を
訪
ね
て
、
今
回

横
濱
市
に
高
等
工
業
學
校
が
設
立
に
な
る
が
、
君
が
其
校
長
に
な
つ
て
は
ど
う
じ
や
、
手
嶋
校
長
も
君
を
推
薦

す
る
の
意
が
あ
る
こ
と
を
告
け
た
Q
私
は
言
下
に
謝
絶
し
て
、
校
長
は
他
か
ら
束
縛
を
受
け
る
、
私
は
自
由
な

嘗
論
と
活
動
が
最
も
希
望
す
る
所
で
ヤ
藏
前
は
私
の
最
も
適
所
と
思
ふ
所
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
豫
算
關
係
は

私
が
最
も
不
得
手
で
、
校
長
は
私
の
柄
で
な
い
と
断
つ
た
◎
波
多
野
君
は
君
は
訓
育
に
專
心
し
て
、
他
を
顧
み

る
必
要
の
な
き
様
に
、
會
計
事
務
は
自
分
が
監
督
の
住
に
當
る
か
ら
心
配
は
い
ら
な
い
と
て
、
し
ぎ
り
に
私
を

勧
誘
し
た
が
、
内
譜
を
與
へ
す
、
そ
の
ま
x
物
別
れ
と
な
つ
た
o

　
波
多
野
翁
と
の
話
は
、
そ
の
ま
玉
に
な
む
、
手
嶋
校
長
よ
り
も
何
の
話
も
な
く
、
可
な
り
の
時
日
を
経
た
Q

大
正
六
年
十
月
二
日
神
奈
川
縣
下
に
新
誤
せ
ら
る
高
等
工
業
學
校
設
立
委
員
に
暴
げ
ら
れ
、
文
部
省
へ
出
頭
す

る
と
、
時
の
專
門
學
務
局
長
松
浦
鎭
象
郎
氏
が
、
新
設
横
濱
高
工
の
校
長
に
私
を
任
用
す
る
内
意
を
傳
へ
た
o

事
が
此
所
ま
で
進
捗
し
て
居
つ
た
か
と
驚
き
な
が
ら
、
私
は
文
句
な
し
に
引
受
け
た
。
其
時
局
長
は
學
校
の
事

ば
萬
事
君
に
一
任
す
る
か
ら
宜
敷
く
頼
む
と
の
事
で
あ
つ
た
。
口
頭
で
ぽ
あ
る
が
、
此
萬
事
一
任
の
辞
令
に
、

心
の
中
で
は
、
し
め
た
、
鬼
の
首
で
も
取
つ
た
様
に
有
難
く
感
謝
し
、
氣
持
よ
く
退
出
し
た
。



　
愈
建
築
が
始
ま
る
と
、
本
舘
は
成
る
べ
く
校
門
に
接
近
し
て
、
無
用
の
空
地
な
き
様
に
設
計
せ
よ
と
、
本
省

か
ら
内
意
が
あ
つ
た
o
時
の
文
部
大
臣
は
中
橋
徳
五
郎
比
で
、
前
身
は
大
阪
商
船
會
肚
肚
長
で
あ
る
o
私
は
船

は
桟
橋
横
藩
け
で
あ
る
が
、
校
含
を
校
門
に
横
漕
け
せ
よ
と
は
、
少
汝
受
取
れ
な
い
。
大
臣
は
船
會
肚
の
祉
長

で
あ
つ
た
か
ら
、
船
の
こ
と
許
り
考
へ
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
學
校
の
萬
事
が
校
長
に
一
任
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

桟
橋
式
は
横
濱
で
は
探
用
し
な
か
っ
た
o

　
建
築
は
全
部
木
造
で
、
校
門
を
入
つ
て
廣
い
植
込
み
の
車
廻
は
し
が
あ
り
、
正
面
に
立
涯
な
講
堂
が
聾
へ
て

居
つ
た
。
講
堂
は
實
習
學
校
と
共
同
で
使
用
す
る
と
の
條
件
で
県
も
其
建
築
費
を
折
半
し
て
出
資
し
た
。
講
堂

の
演
壇
に
は
特
殊
の
組
立
の
出
來
る
テ
τ
ブ
ル
の
用
意
が
あ
り
、
必
要
な
と
き
に
は
電
氣
、
瓦
斯
、
水
道
も
自

由
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
來
、
通
俗
科
學
講
演
を
催
す
時
、
實
験
を
以
て
説
明
す
る
便
宜
を
計
つ
た
も
の
で
あ

る
o

大
正
九
年
四
月
に
、
機
械
、
慮
用
化
學
、
電
氣
化
學
の
三
科
で
、
各
科
四
十
名
合
計
百
二
十
名
を
募
集
入
學
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四

せ
し
め
授
業
を
開
始
し
、
其
年
の
十
月
二
十
九
目
を
ト
し
、
開
校
記
念
式
を
基
行
し
た
。
主
賓
と
し
て
時
の
椹

密
院
副
議
長
清
浦
奎
吾
伯
欝
は
祝
辞
を
述
べ
、
中
橋
文
部
大
臣
も
臨
席
し
て
一
言
し
た
。
私
は
無
賞
罰
、
無
試

験
、
無
探
黙
の
三
無
主
義
を
式
餅
と
し
て
宣
言
し
た
。
大
臣
か
ら
又
随
行
の
局
長
驕
官
よ
り
も
何
等
の
異
議
も

苦
情
の
申
出
も
な
か
つ
た
の
で
、
三
無
主
義
は
文
部
省
の
認
可
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
有
難
か
つ
た
。
尤
も

大
臣
は
、
地
方
の
直
轄
學
校
の
麗
校
式
に
は
臨
席
し
な
い
と
云
う
立
前
か
ら
當
日
0
出
席
を
強
固
に
拒
絶
せ
ら

れ
た
o
私
は
中
橋
大
臣
の
私
邸
に
、
坐
り
込
み
職
術
を
用
い
て
功
を
奏
し
た
〇
三
無
主
義
は
、
校
則
に
は
宣
言

せ
ら
れ
て
な
い
、
丈
部
省
は
許
可
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
開
校
式
に
大
臣
の
臨
席
を
乞
ひ
、
そ
の
前
で
祝
辮
や

挨
拶
や
答
辞
の
間
で
、
當
局
の
黙
許
を
得
る
こ
と
は
最
も
有
効
的
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
二
萬
埣
の
敷
地
は
、
稻
長
方
形
で
あ
る
が
、
實
習
學
校
に
面
す
る
境
界
線
に
は
、
灘
岡
縣
か
ら
求
め
て
播
種

し
た
茶
の
實
が
嚢
芽
し
て
、
段
汝
伸
び
て
來
た
。
正
面
の
土
手
の
頂
き
に
は
、
千
行
松
を
植
へ
、
其
内
側
に
嫁

三
十
三
本
の
櫻
の
幼
木
が
移
植
さ
れ
、
其
れ
が
花
を
持
つ
様
に
な
つ
た
。
此
幼
木
は
、
附
近
の
若
宮
神
杜
の
境

内
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
、
肩
に
載
せ
て
持
ち
卒
つ
た
位
で
、
移
植
の
手
間
賃
を
こ
め
て
、
一
本
僅
か
八
十
鍵

で
あ
つ
た
。



　
文
部
省
の
．
設
計
で
は
、
校
門
は
相
當
立
派
な
も
の
で
あ
つ
た
o
私
は
大
道
門
な
し
で
、
校
門
も
門
衛
も
・
必

要
な
し
と
し
て
、
こ
れ
に
反
封
し
た
。
私
の
短
躯
肥
大
を
表
現
し
て
、
高
さ
僅
か
六
七
尺
の
太
い
今
も
騰
つ
て

居
る
門
柱
を
立
て
、
其
頭
上
に
時
計
を
置
い
た
。
通
行
人
は
仰
が
す
し
て
水
平
に
時
計
を
見
る
こ
と
が
出
來
て

便
利
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
現
在
で
は
」
學
校
附
近
ば
繁
昌
し
て
商
家
は
軒
を
重
ね
、
門
前
を
通
行
し
て
も
、
學

校
を
見
落
し
て
、
過
ぎ
行
く
も
の
も
あ
る
が
、
其
頃
抵
今
の
市
電
、
通
町
一
丁
目
の
停
留
所
ま
で
凍
れ
ぽ
、
F
學

校
が
見
へ
て
ゐ
た
程
寂
莫
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
毎
年
十
二
月
の
二
十
五
日
に
は
、
附
近
の
市
民
の
方
欧
を
招

待
し
て
忘
年
會
を
催
し
、
講
堂
で
演
藝
會
を
開
き
、
老
幼
男
女
が
集
り
、
一
夕
樂
し
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
が
、

今
は
人
口
の
増
加
で
、
忘
年
會
を
催
す
と
し
で
も
、
案
内
の
仕
様
も
な
い
で
あ
ら
う
。
又
學
校
か
ら
先
き
の
鎌

倉
街
道
は
、
人
出
も
な
い
程
寂
莫
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
爾
楽
三
十
年
を
過
ぎ
た
が
、
大
し
た
愛
化
で
あ
る
。

創
立
當
時
の
學
校
ぱ
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
關
東
大
地
震
で
全
部
焼
失
し
、
其
跡
に
現
在
の
鐵
筋
不
燃
の
大

校
舎
が
出
來
、
所
謂
僥
け
肥
り
を
し
た
も
の
で
あ
る
o

五



ノ、

商
工
實
習
學
校
設
立
の
由
來

　
商
工
實
習
は
県
立
の
實
業
學
校
で
あ
る
か
ら
、
我
高
工
と
は
別
に
何
等
の
關
係
が
な
い
様
に
、
［
何
人
に
も
考
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へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
其
創
立
の
由
來
を
洗
つ
て
見
る
と
、
可
な
り
深
い
因
縁
が
存
在
し
て
居
る
の
で
あ

る
o
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大
正
八
年
の
九
月
に
横
濱
の
富
豪
安
部
幸
兵
衛
翁
が
逝
去
し
た
と
き
、
翁
は
公
共
事
業
の
爲
め
、
金
百
萬
圓

を
縣
へ
提
供
し
た
。
縣
は
此
の
百
萬
圓
を
如
何
な
る
事
業
に
使
用
す
べ
き
か
に
就
き
、
廣
く
一
般
か
ら
意
見
を

徴
せ
ら
れ
た
。
塵
が
忽
に
し
て
激
十
の
案
が
提
出
せ
ら
れ
た
。
育
英
資
金
に
せ
よ
、
圖
書
館
を
設
立
せ
よ
、
病

院
を
設
立
せ
よ
、
教
育
家
の
住
宅
を
設
置
せ
よ
、
等
女
案
の
多
き
に
縣
當
局
も
惑
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
で
あ

ら
う
o

　
所
が
當
時
東
京
高
等
工
業
學
校
の
教
授
で
同
校
に
附
属
設
立
し
て
あ
る
補
習
學
校
の
主
事
に
秋
保
安
治
と
云



ふ
徒
弟
教
育
に
熱
心
な
友
人
が
あ
つ
た
o
或
時
私
が
同
君
と
出
會
の
折
、
安
部
翁
の
百
萬
圓
の
話
が
出
る
と
、

秋
保
君
ば
私
に
向
つ
て
、
君
あ
の
百
萬
圓
を
も
つ
て
商
業
と
工
業
と
を
併
置
し
た
實
業
學
校
を
設
け
、
文
部
省

の
直
轄
に
し
て
、
高
工
に
附
属
せ
し
め
、
君
が
経
螢
し
た
な
ら
面
白
か
ら
う
と
思
ふ
携
如
何
、
，
是
非
あ
の
金
を

取
り
給
へ
と
熱
心
に
私
を
勧
諭
し
た
o

　
其
庭
で
私
は
秋
保
君
に
頼
ん
で
商
工
學
校
案
を
伶
ウ
、
安
部
翁
と
懇
親
あ
る
有
力
者
と
連
絡
し
て
、
私
は
百

萬
圓
獲
得
の
猛
蓮
動
を
始
め
た
。
縣
磨
の
教
務
課
は
育
英
資
金
に
供
す
る
意
向
で
、
商
工
課
は
學
校
案
で
封
立

し
た
が
、
商
工
課
長
の
渡
邊
氏
は
熱
心
に
私
を
支
持
し
て
く
れ
た
。
大
抵
此
問
題
の
見
透
し
が
付
い
た
の
で
、

其
年
の
十
月
に
私
が
所
用
を
帯
び
て
、
中
國
へ
嵩
張
す
為
こ
と
玉
な
つ
た
の
で
、
後
事
を
渡
邊
課
長
に
依
頼
し

で
出
立
し
た
。

　
朝
鮮
を
経
て
満
洲
に
入
り
、
大
連
か
ら
海
路
青
島
に
上
陸
し
同
地
に
滞
在
中
、
渡
邊
課
長
よ
り
商
工
學
校
案

に
決
定
し
た
と
の
電
報
を
落
手
し
て
大
安
心
を
し
た
。
私
は
其
れ
か
ら
濟
南
、
北
京
、
鄭
州
、
開
封
、
漢
ロ
、

長
沙
ま
で
行
き
、
揚
子
江
を
下
画
九
江
、
南
昌
等
を
観
察
し
上
海
よ
り
乗
船
し
て
、
其
年
も
押
詰
つ
た
十
コ
月

の
二
十
七
日
に
東
京
に
蹄
つ
た
〇
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渡
邊
課
長
は
私
の
蹄
京
を
待
ち
兼
ね
て
、
私
に
學
校
案
に
決
定
し
た
が
、
縣
會
の
決
議
に
て
學
校
は
縣
立
に

な
り
、
君
の
提
案
で
あ
つ
た
文
部
省
直
轄
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
遺
憾
で
あ
る
が
、
何
分
御
快
諾
を
願
ひ
た

い
と
の
事
で
あ
つ
た
Q
私
は
縣
立
で
は
學
校
創
立
の
お
世
話
が
出
來
な
い
と
断
乎
と
し
て
拒
絶
し
た
の
で
、
縣

磨
側
で
も
非
常
に
當
惑
を
感
じ
た
ら
し
く
、
交
渉
は
全
く
五
里
霧
中
に
入
つ
た
o

　
法
律
的
の
こ
と
は
私
に
は
不
案
内
で
あ
る
が
、
百
萬
圓
の
金
は
縣
が
受
領
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
金
を
寄
付

者
の
指
定
し
た
公
土
ハ
事
業
に
使
用
す
る
こ
と
は
縣
の
権
限
で
あ
ら
う
。
縣
當
局
が
公
共
事
業
と
し
て
學
校
案
を

採
揮
し
、
縣
會
へ
提
出
す
れ
ぱ
、
縣
會
は
縣
立
學
校
と
し
て
討
議
せ
ら
る
玉
こ
と
は
當
然
の
事
で
あ
る
o
縣
當

局
も
縣
會
も
、
縣
費
に
由
ら
な
い
一
學
校
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
縣
事
業
の
援
張
で
大
に
徴
迎
す
べ
き
で
あ
る
。

折
角
寄
付
を
受
け
た
大
金
に
麗
斗
を
付
け
て
、
文
部
省
へ
献
納
す
る
こ
と
は
、
い
や
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
o

其
庭
で
縣
當
局
が
縣
會
へ
の
付
議
に
は
、
學
校
案
の
嚢
案
者
の
條
件
で
あ
つ
た
直
轄
學
校
云
汝
を
抜
き
に
し
た

と
見
へ
る
。
此
れ
が
私
と
の
紛
糾
を
生
じ
た
原
因
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
終
に
私
は
問
題
よ
り
手
を
引
か

ん
と
し
た
o
私
が
手
を
引
く
こ
と
に
依
つ
て
、
其
間
の
事
情
が
暴
露
す
れ
ば
、
縣
當
局
と
縣
會
の
間
に
面
白
か



ら
ぬ
行
き
さ
つ
が
起
る
か
ら
、
其
中
間
値
庭
す
る
渡
邊
課
長
が
、
苦
境
に
居
つ
た
こ
と
は
、
私
に
は
氣
の
毒
千

番
で
あ
つ
た
が
致
方
が
な
い
o

　
或
日
の
こ
と
私
は
櫻
木
町
騨
前
の
辮
天
橋
の
狭
で
、
見
畳
へ
の
な
い
人
か
ら
挨
拶
せ
ら
れ
て
、
立
ち
留
ま
つ

た
。
其
人
は
私
と
は
至
つ
て
懇
意
ら
し
く
、
突
然
私
に
向
つ
て
、
今
回
あ
な
た
の
為
世
話
で
工
業
學
校
が
設
立
，

せ
ら
れ
る
玉
こ
と
に
な
つ
た
そ
う
で
、
實
に
結
構
で
自
分
共
は
非
常
に
喜
び
且
感
謝
し
て
居
り
ま
す
〇
一
、
日
も

早
く
開
校
を
望
ん
で
居
り
ま
す
と
冒
は
れ
た
。
此
言
葉
は
電
光
石
火
の
様
に
私
の
脳
底
に
徹
し
て
惰
眠
を
醒
ま

し
た
。
市
民
が
其
の
様
に
期
待
し
て
居
る
と
は
知
ら
す
、
飴
り
に
自
分
は
意
地
張
り
が
強
過
ぎ
た
と
翻
然
と
自

省
し
た
。
其
塵
で
直
に
丈
部
省
へ
駆
け
付
け
、
當
時
の
次
官
南
弘
、
實
業
局
長
山
崎
蓬
之
輔
爾
氏
に
面
會
し
、

兎
に
角
一
感
私
は
縣
立
學
校
と
し
て
、
其
経
螢
を
引
受
け
査
す
か
ら
、
適
當
な
る
機
會
に
、
叉
成
る
べ
く
速
に
、

直
轄
學
校
に
引
き
直
す
様
に
と
の
内
諾
を
得
て
、
総
て
が
圓
満
に
商
工
實
習
學
校
の
設
立
を
見
る
に
至
つ
た
の

で
あ
つ
た
。

　
商
工
實
習
學
校
は
校
舎
の
敷
地
を
、
高
工
に
隣
接
し
て
購
入
し
た
が
、
新
築
が
間
に
合
わ
ぬ
爲
め
、
高
工
の

新
校
舎
を
使
用
し
、
大
正
九
年
四
月
に
、
高
工
と
同
時
に
開
校
し
た
。
後
、
二
年
に
し
て
市
立
工
業
夜
學
部
を
高
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一
〇

工
内
に
設
立
し
、
國
立
縣
立
市
立
の
三
校
は
一
校
長
に
依
っ
て
経
螢
せ
ら
れ
、
卒
業
式
も
其
他
年
中
行
事
も
同

時
に
舞
行
せ
ら
れ
珍
し
き
存
在
を
示
し
た
Q

　
三
ク
年
は
早
く
も
経
過
し
、
商
工
實
習
學
校
四
年
生
が
出
來
る
様
に
な
つ
た
。
學
校
は
學
級
増
加
に
封
す
る

豫
算
案
を
當
局
に
提
出
し
た
。
驚
い
た
の
は
縣
聴
で
、
、
「
商
工
實
習
學
校
は
、
三
年
制
度
の
學
校
で
、
今
年
は
第

一
回
卒
業
を
出
す
べ
き
で
、
四
年
級
の
出
來
る
べ
き
筈
が
な
い
。
學
校
長
を
呼
べ
」
と
の
事
で
、
私
は
早
速
縣

廃
へ
出
頭
し
た
。

　
當
時
の
知
事
は
安
河
内
麻
吉
氏
で
、
知
事
申
の
切
れ
も
の
で
あ
つ
た
。
私
の
答
辮
は
至
極
簡
箪
で
、
次
の
様
、

な
も
の
で
あ
つ
た
o

　
「
私
は
學
校
開
設
の
當
時
か
ら
、
甲
種
制
度
の
も
の
と
心
得
て
居
り
ま
し
た
（
甲
種
制
度
は
五
年
で
乙
種
制

度
は
三
年
で
あ
つ
た
）
い
其
考
へ
で
総
て
を
進
行
さ
し
て
楽
た
の
で
、
學
校
の
規
則
も
甲
種
に
な
つ
て
居
翰
ま

す
。
私
と
し
て
は
實
に
意
外
の
こ
と
を
承
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」

　
此
答
辮
に
封
し
て
、
知
事
が
全
く
あ
つ
け
に
取
ら
れ
た
の
も
、
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
る
o
學
校
は
縣
立
で
、



縣
は
監
督
の
責
任
者
で
、
學
科
課
程
も
、
五
年
制
度
で
、
公
布
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
と
ご
ろ
が
縣
立
と

し
て
三
年
制
度
に
決
定
し
た
の
は
、
縣
會
の
決
議
に
由
つ
た
も
の
で
、
斯
の
如
き
大
失
態
は
、
縣
當
局
封
縣
會

の
問
題
に
な
る
よ
夢
外
な
い
の
で
あ
ら
う
o

　
私
と
し
て
は
校
長
と
し
て
、
縣
の
學
校
を
預
か
つ
て
居
る
許
砂
で
此
問
題
に
關
す
る
限
り
門
外
漢
で
あ
る
。

知
事
と
同
席
し
て
松
原
内
務
部
長
も
加
は
り
三
人
で
封
談
中
、
知
事
は
縣
立
工
業
學
校
へ
電
話
を
か
け
、
校
長

秋
山
岩
吉
氏
を
呼
び
寄
せ
、
別
室
に
て
暫
く
相
談
し
た
ら
し
か
ρ
た
が
、
其
要
勲
は
後
日
耳
に
し
た
こ
と
で
あ

つ
た
が
、
，
商
工
實
習
學
校
の
経
費
を
減
少
す
る
た
め
、
實
習
の
機
械
科
を
秋
山
氏
の
學
校
へ
韓
換
す
る
議
を
相

談
し
た
の
で
あ
つ
た
。
秋
山
校
長
は
容
易
に
承
知
し
な
か
つ
た
た
め
、
其
議
は
中
止
に
な
つ
た
。
其
午
後
半
日

縣
臆
に
居
つ
た
が
、
私
は
何
も
嚢
言
す
る
こ
と
も
な
く
、
総
て
は
受
身
で
不
得
要
領
で
別
れ
た
。
此
れ
は
多
分

松
原
氏
の
前
在
大
島
直
道
部
長
の
仕
事
で
あ
ら
う
と
片
付
け
た
。
大
島
氏
は
當
時
伯
林
に
あ
む
、
間
も
な
く
同

地
で
病
死
し
た
。

　
終
に
縣
會
に
ま
で
持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
め
に
ま
で
立
ち
至
つ
た
。
市
部
選
出
の
議
員
は
、
五
年
制
を
賛

成
す
る
が
、
郡
部
選
出
の
議
員
は
拒
否
す
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
げ
學
校
の
運
命
も
危
し
と
の
噂
が
立
っ
た
。
從
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二

つ
て
教
職
員
中
に
も
、
不
安
の
色
が
濃
厚
に
な
つ
て
來
た
。
そ
こ
で
私
は
堂
欧
た
る
神
奈
川
縣
が
實
業
學
校
の

一
校
位
経
螢
維
持
が
出
來
な
け
れ
ぱ
、
私
は
貰
び
受
け
て
、
私
立
學
校
と
し
て
経
螢
す
る
。
其
れ
に
は
後
藤
新

平
伯
が
後
援
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
大
丈
夫
で
あ
る
と
示
威
蓮
動
を
始
め
た
。

　
無
論
私
に
は
ま
だ
ま
さ
か
な
場
合
に
、
引
受
け
る
決
心
が
確
定
的
に
ば
出
來
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
兎
に
角
こ

ん
な
面
白
い
芝
居
は
又
と
な
い
と
元
氣
一
杯
に
懇
意
な
縣
會
議
員
に
ま
で
、
眞
面
目
腐
つ
て
宣
傳
し
た
。
結
局

縣
會
は
五
年
制
を
可
決
し
た
の
で
、
私
は
全
く
胸
を
撫
で
下
し
て
安
心
し
た
o

　
な
ぜ
そ
の
様
な
大
ま
ち
が
い
が
出
來
た
か
、
．
私
に
は
ぼ
ん
や
り
分
っ
て
居
つ
て
、
腹
の
中
で
は
く
す
ぐ
つ
た

い
氣
分
が
あ
つ
た
が
、
終
始
沈
黙
で
通
し
て
來
た
。
そ
れ
は
次
の
様
な
始
末
で
あ
つ
た
o

　
横
濱
高
工
開
校
前
暫
く
の
間
準
備
の
爲
め
、
文
部
省
内
に
假
事
務
所
が
設
け
ら
れ
、
私
は
毎
日
出
勤
し
て
事

務
を
取
つ
て
居
つ
た
o
或
日
山
本
政
人
君
が
、
實
習
學
校
設
立
の
申
請
書
を
携
へ
來
り
、
私
に
示
し
た
o
私
は

一
見
し
て
今
時
三
年
制
度
の
實
業
學
校
な
ど
は
時
代
逞
れ
じ
や
、
早
速
五
年
制
度
に
改
め
て
、
持
つ
て
來
給
へ

と
、
突
き
返
し
た
。
山
本
君
は
別
に
文
句
も
云
は
な
い
で
唯
汝
と
し
て
持
ぢ
蹄
り
、
幾
日
か
の
後
再
ぴ
五
年
制



の
規
則
に
改
め
て
持
参
し
た
。
其
庭
で
私
か
ら
文
部
省
へ
提
禺
し
て
直
ち
に
許
可
を
得
た
の
で
あ
つ
た
。
例
に

よ
る
と
新
設
學
校
は
縣
立
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
設
立
申
請
書
に
は
、
縣
會
の
議
事
録
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
o
商
工
實
習
學
校
の
申
請
書
に
は
其
れ
が
な
か
つ
た
。
か
玉
る
手
績
は
無
論
私
は
知
ら
な
か
つ

た
。
學
校
は
安
部
翁
の
寄
附
金
で
設
立
せ
ら
れ
、
私
は
之
の
経
螢
の
任
に
當
る
こ
と
は
、
省
内
で
も
能
く
知
ら

れ
て
居
た
の
で
、
本
省
で
も
議
事
録
の
添
付
な
き
こ
と
に
つ
き
、
別
に
意
に
介
し
な
か
つ
た
と
見
へ
る
。
五
年

制
度
の
嚢
案
者
は
私
で
あ
る
こ
と
に
相
違
が
な
い
が
、
三
年
が
五
年
に
攣
つ
た
ト
リ
ッ
ク
は
私
は
全
く
知
ら
な

い
。
問
題
の
紛
糾
中
も
叉
解
決
後
も
、
山
本
君
と
私
と
の
間
に
此
ト
リ
ッ
ク
に
付
て
；
属
の
話
も
し
た
こ
乏
が

な
か
つ
た
。
結
局
今
日
に
到
つ
て
も
猫
以
上
記
述
し
た
以
外
に
は
、
私
は
何
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
o
商
工
實

習
學
校
は
五
年
制
を
探
用
し
て
か
ら
、
縣
立
も
市
立
竜
、
實
業
學
校
は
三
年
制
度
か
ら
五
年
制
度
に
改
め
た
こ

と
は
、
確
か
に
時
代
に
適
感
し
て
居
つ
た
と
云
ぴ
得
る
で
あ
ら
う
。

ご
二



一
四

校

庭

の

樹

木

　
花
は
櫻
木
人
は
武
士
と
云
ふ
古
い
言
葉
が
あ
る
。
私
の
知
る
限
り
兵
螢
の
庭
に
は
必
す
櫻
樹
が
植
え
て
あ
つ

た
よ
う
だ
。
櫻
花
は
武
士
を
意
味
す
る
も
の
か
、
兵
士
は
武
士
か
、
其
邊
の
詮
議
は
兎
も
角
、
我
敷
島
の
大
和

心
を
表
顯
し
て
居
る
も
の
と
し
て
古
歌
に
も
歌
は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
Q
其
塵
で
大
正
九
年
開
校
し
た
其
秋
、

正
門
の
土
手
に
沿
つ
て
櫻
の
幼
木
三
十
三
本
を
植
え
込
ん
だ
。
全
く
の
幼
木
で
、
學
校
附
近
の
若
宮
神
肚
の
境

内
か
ら
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
運
搬
及
植
込
費
を
合
算
し
て
一
本
僅
か
八
十
饒
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
今
も
能
く

記
憶
し
て
居
る
。
此
櫻
樹
を
周
旋
し
て
く
れ
た
人
は
時
の
教
務
主
任
飯
塚
晶
山
君
で
あ
つ
た
。

　
門
を
入
る
と
二
十
間
飴
に
し
て
正
面
に
講
堂
が
聾
へ
て
居
り
、
其
の
玄
關
前
に
車
廻
し
が
あ
つ
て
、
其
所
に

は
大
木
を
中
心
に
し
た
植
え
込
み
が
あ
つ
た
。
校
門
か
ら
講
堂
に
達
す
る
直
線
道
路
の
爾
側
に
樫
を
植
え
る
べ

く
會
計
主
任
の
大
山
春
翠
君
に
指
圖
を
し
て
置
い
た
。
庭
が
、
大
山
君
は
私
に
は
ξ
肖
の
断
む
も
な
く
棒
の
代



り
に
公
孫
樹
を
植
え
、
此
の
正
面
道
路
よ
り
左
右
に
分
れ
る
岐
路
に
、
樫
を
植
え
て
私
へ
の
申
詳
と
し
た
o

　
我
國
の
傳
統
か
ら
見
る
と
、
公
孫
樹
は
多
く
神
肚
佛
閣
の
境
内
に
繁
茂
し
、
普
通
の
民
家
に
は
殆
ん
ど
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
庭
が
我
國
植
物
學
の
某
大
家
が
、
公
孫
樹
の
生
殖
作
用
を
研
究
し
、
其
れ
が
他
の
植
物
と

全
く
別
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
嚢
見
し
た
。
そ
れ
が
た
め
公
孫
樹
は
忽
ち
に
し
て
世
界
各
國
の
植
物
學
者
の

注
意
を
び
き
、
著
名
の
も
の
と
な
つ
た
o
其
の
様
な
箏
が
動
機
と
な
つ
た
も
の
か
、
否
や
は
不
明
で
あ
る
が
一

種
の
ハ
イ
カ
ラ
樹
木
と
な
つ
て
、
神
杜
佛
閣
の
境
内
か
ら
脱
出
し
た
。
東
京
大
學
に
於
て
は
濱
尾
総
長
時
代
に

大
學
の
正
門
に
通
す
る
大
道
の
爾
側
に
公
孫
樹
が
植
え
ら
れ
て
、
今
や
天
を
摩
す
る
亭
女
た
る
大
木
と
な
り
、

東
大
の
威
容
を
添
へ
て
居
る
o
畢
寛
大
山
君
は
其
れ
を
羨
ん
で
、
我
高
工
を
東
大
に
擬
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

ら
う
o

　
私
は
何
も
我
國
の
傳
統
を
尊
重
す
る
意
昧
を
持
つ
て
居
た
も
の
で
な
い
。
只
樫
に
は
多
分
の
執
着
を
有
す
る

爲
め
で
あ
る
。
武
相
の
田
園
村
落
を
散
策
し
て
、
私
の
注
意
を
ひ
く
も
の
は
民
家
を
園
周
す
る
幾
株
か
の
樫
樹

で
あ
る
。
盛
夏
に
は
緑
蔭
と
涼
風
を
呼
び
、
叉
防
風
要
塞
と
し
て
居
宅
を
保
護
し
て
居
る
◎
屡
茅
屋
自
髄
よ
り
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噴
六

も
、
其
園
周
す
る
樫
樹
の
方
が
、
幾
倍
か
の
経
濟
償
値
を
認
め
得
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
樫
は
貴
重
な
資

材
で
、
古
人
の
利
用
厚
生
に
封
す
る
心
構
へ
の
程
が
、
窺
は
れ
て
床
か
し
き
感
じ
が
せ
ら
れ
る
。
私
も
湘
南
弘

陵
の
一
角
に
家
を
構
へ
た
以
上
は
、
武
相
の
古
人
の
心
構
へ
に
あ
や
か
り
た
き
一
念
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で

あ
る
o
此
れ
が
私
の
樫
に
執
漕
す
る
所
以
で
、
惜
し
く
も
大
正
十
二
年
の
震
災
に
多
く
は
烏
有
に
蹄
し
焼
け
残

り
た
る
幾
本
か
の
樫
が
公
孫
樹
と
共
に
勢
よ
く
今
も
猫
生
育
を
績
け
、
年
と
共
に
長
大
す
る
欣
を
見
て
、
氣
持

よ
く
感
す
る
も
の
で
あ
る
o

　
邸
宅
を
周
ら
す
に
強
固
な
る
鐵
柵
を
以
て
し
、
或
は
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
面
に
、
稜
汝
た
る
破
璃
片
を

植
え
込
み
居
然
城
廓
の
構
へ
を
な
し
て
居
る
も
の
を
見
る
と
、
其
主
人
公
に
封
し
種
汝
様
汝
の
想
像
を
抱
か
し

む
る
こ
と
が
あ
る
。
其
塵
で
私
は
コ
萬
坪
飴
の
學
校
敷
地
の
周
園
に
茶
樹
を
植
え
生
垣
を
作
る
こ
と
に
し
た
o

八
十
八
夜
の
頃
に
は
茶
摘
み
を
し
て
新
茶
を
味
は
ん
と
、
静
岡
縣
か
ら
茶
實
数
斗
を
取
む
寄
塗
て
播
種
し
た
Q

勢
よ
く
焚
芽
し
て
漸
く
茶
樹
ら
し
く
な
つ
て
喜
ん
で
居
た
が
、
ー
措
む
べ
し
、
大
正
十
二
年
の
大
震
災
と
、

出
入
す
る
多
激
の
遜
難
民
に
、
踏
み
に
じ
ら
れ
て
殆
ん
ど
荒
慶
し
た
。
残
つ
た
一
部
分
を
校
庭
に
移
植
し
て
毎



年
新
茶
を
製
造
し
た
。
或
る
一
年
薪
茶
を
文
部
省
に
持
参
レ
て
、
時
の
大
臣
岡
田
良
平
氏
に
贈
呈
し
た
こ
と
が

あ
つ
た
〇
二
宮
尊
徳
宗
の
岡
田
大
臣
は
喜
ぼ
な
い
筈
が
な
か
つ
た
o

　
猫
今
の
事
務
官
汝
含
の
あ
る
一
角
は
、
漁
地
で
樹
木
成
育
に
適
せ
ぬ
爲
め
、
蛛
氷
工
事
を
施
し
、
多
藪
の
杉

苗
を
植
え
込
ん
だ
が
、
地
味
不
適
當
の
爲
め
か
、
其
生
長
甚
だ
不
良
で
、
且
つ
雇
外
國
人
の
住
宅
造
螢
の
爲
め

其
の
目
的
を
達
し
得
な
か
つ
た
。
其
他
で
は
卒
業
記
念
と
し
て
學
生
の
残
し
置
い
た
も
の
が
相
當
あ
つ
た
。
就

中
多
数
の
楠
樹
が
今
の
水
泳
プ
ー
ル
の
附
近
に
植
え
付
け
ら
れ
て
あ
つ
た
。
卒
業
記
念
樹
の
淺
つ
て
居
る
も
の

は
今
は
全
く
な
い
様
で
あ
る
。
卒
業
生
諸
君
に
封
し
申
課
な
い
氣
が
し
て
な
ら
な
い
。
惜
い
こ
と
で
あ
る
じ

名
教
碑
邊
萬
募
奉

櫻
花
有
濁
可
相
親

個
伴
不
去
君
勿
訂

二
十
年
前
植
樹
人

一
七



輔
八

名
教
の
碑
邊
萬
勇
の
春

櫻
花
猫
り
相
親
し
む
べ
き
も
の
あ
り

禰
洋
去
ら
す
、
君
い
ぶ
か
る
勿
れ

二
十
年
前
樹
を
植
ゆ
る
の
人

寄
宿
■
舎
の
　
借
金
建
築

　
丈
教
の
総
本
山
文
部
省
に
は
教
育
に
封
す
る
一
定
不
動
の
主
義
や
、
主
張
の
持
合
せ
が
な
い
。
頻
六
と
代
る

當
局
者
の
出
來
心
で
猫
の
眼
の
様
に
攣
る
の
で
あ
る
。
鰹
育
や
人
格
に
重
黙
を
置
く
か
と
思
ふ
と
、
叉
智
育
等

閑
に
付
す
べ
か
ら
す
と
來
る
。
教
育
の
機
會
均
等
を
主
張
す
胤
か
と
思
ふ
と
、
英
才
教
育
を
云
ふ
。
パ
パ
、
マ

マ
は
不
都
合
で
あ
る
と
か
、
科
學
す
る
心
が
必
要
で
あ
る
と
か
、
時
ど
き
飴
計
な
お
せ
つ
か
い
ま
で
飛
び
出
し

で
人
騒
が
せ
を
す
る
。
騒
嘔
で
居
り
さ
へ
す
れ
ば
教
育
界
天
下
太
平
で
あ
る
。
赤
化
思
想
で
苦
勢
す
る
様
な
も



の
で
は
な
い
o
至
極
陽
氣
で
あ
る
。

　
學
校
寄
宿
舎
に
封
す
る
問
題
も
同
様
で
、
或
時
に
は
寄
宿
舎
の
必
要
が
強
固
に
唱
へ
ら
れ
る
か
と
思
ふ
と
、

間
も
な
く
忘
れ
ら
れ
て
全
く
問
題
に
せ
ら
れ
な
い
。
從
來
の
學
校
寄
宿
舎
を
見
る
と
、
私
の
知
つ
て
居
る
限
り

何
れ
も
學
校
の
敷
地
内
に
兵
螢
式
に
設
立
せ
ら
れ
て
、
大
抵
一
棟
百
人
以
上
を
牧
容
し
て
ゐ
る
。
百
人
以
上
一

棟
に
牧
容
し
て
ば
、
し
ん
み
り
と
落
ち
つ
い
て
誇
互
の
切
磋
琢
磨
が
期
し
難
い
氣
分
が
せ
ら
る
』
の
で
あ
る
。

私
の
理
想
と
し
て
は
一
棟
に
三
四
十
人
を
牧
容
し
得
る
寄
宿
舎
を
、
，
學
校
を
中
心
と
し
て
、
徒
歩
十
分
乃
至
十

藪
分
程
の
所
に
各
所
に
分
け
て
建
設
し
、
舎
監
と
か
寮
長
と
か
學
校
の
職
員
を
住
み
込
ま
せ
す
、
全
く
寄
宿
生

の
自
治
に
依
り
経
螢
し
各
其
特
色
を
襲
揮
せ
し
む
る
事
は
、
教
育
上
の
見
地
よ
り
見
て
、
青
年
時
代
を
有
意
義

に
過
さ
し
む
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
寄
宿
舎
に
文
部
當
局
が
關
心
を
持
た
な
い
矢
先
き
、

私
の
理
想
を
實
現
さ
し
て
く
れ
る
見
込
み
は
、
先
づ
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
一
棟
の
建
築
費
も
毎
年
否

決
さ
れ
た
。

一
九
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〇

　
其
塵
で
私
は
私
設
の
寄
宿
舎
建
築
を
思
ひ
出
し
た
。
色
欧
考
へ
た
末
、
問
題
を
知
合
び
の
某
土
地
建
物
會
杜

へ
持
ち
行
き
事
情
を
懇
談
し
て
、
落
成
し
た
家
屋
を
抵
當
と
し
個
人
名
儀
で
試
萬
圓
の
借
金
を
し
た
。
一
方
叉

友
人
某
氏
の
所
有
地
で
あ
る
○
O
O
町
の
○
○
○
坪
を
借
地
し
て
二
階
建
の
寄
宿
舎
一
棟
を
建
築
し
た
。
六
愚

に
二
人
の
割
で
三
十
六
人
を
寄
宿
せ
し
め
、
台
所
食
堂
風
呂
場
も
附
屍
し
て
居
つ
て
、
一
ク
月
二
百
五
十
圓
の

家
賃
と
し
た
。
つ
ま
り
私
は
家
主
と
な
り
、
文
部
省
を
店
子
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
計
算
す
る
と
八
ク
年
を

経
過
す
る
と
、
完
全
に
元
利
の
借
金
を
返
濟
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
八
年
後
に
ば
寄
宿
舎
を
校
友
會

の
所
有
に
移
護
し
家
賃
年
額
三
干
圓
は
基
げ
て
校
友
會
の
牧
入
と
な
る
の
で
あ
る
〇
一
ク
年
三
干
圓
は
校
友
禽

と
し
て
は
少
か
ら
ぬ
金
額
で
あ
る
o
此
流
儀
で
次
か
ら
次
へ
と
寄
宿
含
を
建
築
す
る
と
、
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用

で
は
あ
る
が
、
校
友
會
は
相
當
な
家
作
所
有
者
と
な
匂
、
活
動
の
資
本
に
恵
ま
れ
る
次
第
で
あ
る
o

　
か
く
し
て
落
成
し
た
寄
宿
舎
に
徐
興
館
と
命
名
し
た
o
校
風
徐
ろ
に
興
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
つ
た
。
塵
が
や

つ
と
一
ク
年
を
経
過
す
る
か
し
な
い
内
に
、
彼
の
大
震
災
に
遇
つ
て
寄
宿
舎
は
相
當
の
損
害
を
受
け
た
o
勝
手

な
こ
と
で
は
あ
つ
た
が
店
子
の
文
部
省
に
願
つ
て
修
繕
を
し
て
貰
つ
た
9
塵
が
文
部
省
か
ら
苦
情
が
出
た
。
家



賃
の
二
百
五
十
圓
は
高
過
ぎ
る
、
其
上
に
修
繕
ま
で
さ
す
の
は
錨
が
良
す
ぎ
る
か
ら
、
寄
宿
舎
を
買
牧
す
る
か

ら
費
れ
と
云
ふ
命
で
あ
つ
た
。
元
來
私
は
校
友
會
の
利
益
を
の
み
計
つ
て
徐
興
館
を
建
て
た
の
で
は
な
い
。
寄

宿
含
が
必
要
で
あ
る
た
め
止
む
な
く
此
の
手
段
を
取
つ
た
の
で
、
拒
絶
の
理
由
は
な
い
。
唯
汝
諾
汝
と
文
部
省

の
申
出
に
感
じ
た
。
併
し
條
件
を
付
け
た
。
其
れ
は
同
一
の
寄
宿
舎
を
今
一
棟
建
築
し
て
貰
ひ
た
い
と
の
こ
と

で
あ
つ
た
。
、
文
部
省
が
こ
の
付
帯
條
件
に
よ
り
新
設
し
て
く
れ
た
も
の
が
、
今
の
大
岡
町
の
第
二
寄
宿
舎
復
興

館
で
あ
る
。

　
丈
部
省
は
横
濱
市
役
所
の
建
築
當
局
に
依
頼
し
て
、
買
牧
債
格
を
二
万
五
千
圓
と
定
め
た
の
で
、
私
も
喜
ん

で
費
却
を
承
諾
し
た
。
そ
れ
で
も
二
万
足
ら
す
の
借
金
を
返
濟
し
て
荷
数
千
圓
を
利
得
し
た
。
こ
の
金
は
大
山

會
計
課
長
に
依
つ
て
保
管
せ
ら
れ
、
校
長
の
機
密
費
と
し
て
、
校
友
會
の
活
動
に
頗
る
有
効
に
使
用
せ
ら
れ
た
o

若
し
私
は
市
0
當
局
に
依
つ
て
評
憤
せ
ら
れ
る
こ
と
を
豫
知
し
て
居
つ
た
な
ら
ぼ
、
當
局
者
を
説
明
し
て
少
な

く
と
も
三
万
圓
位
で
費
部
し
得
た
こ
と
は
疑
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
或
人
の
私
へ
の
、
此
の
入
智
慧
が
逞
か
つ

た
の
で
、
私
は
地
團
駄
を
踏
ん
だ
が
及
ぼ
な
か
つ
た
o

二
一
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ニ
つ
の
寄
宿
舎
は
學
生
か
ら
重
寳
が
ら
れ
た
o
毎
年
初
夏
の
候
に
寮
祭
を
墨
行
し
て
種
汝
な
催
し
も
の
を
や

つ
て
近
所
の
女
子
供
を
喜
ぼ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
力
一
杯
に
色
汝
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
其
練
習
に
も

相
當
な
時
間
を
費
し
た
も
の
で
、
一
夕
の
寮
祭
は
彼
等
學
生
に
取
つ
て
樂
し
い
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。

　
或
年
の
直
後
、
矯
風
會
の
代
表
婦
人
が
爾
三
名
學
校
に
來
訪
し
、
私
に
面
會
を
求
め
た
。
用
件
を
聞
く
と
一

寮
の
お
祭
に
於
て
歌
つ
た
り
踊
つ
た
砂
し
た
其
光
景
ぱ
實
に
學
生
に
あ
る
ま
じ
き
事
で
風
教
に
害
が
あ
る
、
其

上
若
い
酌
婦
ま
で
加
は
つ
て
興
を
添
へ
て
居
た
様
で
あ
る
が
、
實
に
け
し
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
校
長
は
御
承
知

の
事
か
と
嚴
重
な
抗
議
を
申
込
ま
れ
た
。
終
始
黙
女
と
叉
時
女
昌
コ
ニ
コ
と
し
て
聞
い
て
居
た
私
は
抗
議
が
終

る
と
、
實
は
私
は
當
夜
招
か
れ
て
出
席
し
、
見
物
し
て
居
り
ま
し
た
と
答
へ
た
。
す
る
と
彼
女
達
は
呆
れ
た
と

見
へ
て
早
汝
に
引
上
け
ら
れ
た
。
今
で
は
第
三
寮
第
四
寮
ま
で
出
來
て
居
る
。


